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「
地
を
離
れ
て
人
な
く
、
人
を

離
れ
て
事
な
し
。
故
に
人
事
を
論

ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
地
理
を
観

よ
」Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重

の
桜
」
で
小
栗
旬
が
演
じ
た
明
治

維
新
の
精
神
的
指
導
者
・
吉
田
松

陰
は
、
僅
か

歳
の
生
涯
の
全
て

を
国
難
の
打
開
に
あ
て
た
。
下
田

踏
海
の
挙
に
失
敗
し
て
か
ら
は
身

の
自
由
は
な
く
、
獄
囚
幽
囚
の
逆

境
下
で
こ
の
言
葉
を
書
い
た
。

松
陰
は

〜

歳
ま
で
の
数
年

間
、
西
は
長
崎
県
平
戸
か
ら
東
は

青
森
県
竜
飛
岬
に
至
る
ま
で
、
全

国
殆
ど
の
地
域
を
踏
破
し
て
い

る
。
目
的
は
「
人
は
地
理
的
環
境

に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
地
理

的
環
境
を
く
わ
し
く
ね
れ
ば
、
そ

こ
に
住
む
人
間
集
団
の
大
体
が
わ

か
る
。
そ
の
人
間
集
団
―
社
会
の

解
明
を
は
な
れ
て
、
事
柄
と
い
う

も
の
は
出
て
こ
な
い
。
ゆ
え
に
、

社
会
と
社
会
現
象
を
見
よ
う
と
す

れ
ば
ま
ず
地
理
か
ら
は
じ
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
（
司
馬
遼
太
郎

：
世
に
棲
む
日
々
）
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
は
全
国
に
約
三
百

も
の
藩
が
あ
り
、
多
様
で
活
力
あ

る
地
方
（
国
土
）
が
存
在
し
た
。

松
陰
を
生
ん
だ
長
州
藩
や
薩
摩
藩

は
、
農
業
生
産
を
改
革
し
て
国
力

を
増
大
さ
せ
、
幕
末
期
に
大
幅
な

人
口
増
を
記
録
し
た
。
こ
の
国
土

へ
の
働
き
か
け
が
西
郷
隆
盛
、
大

久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
（
桂
小
五

郎
）
、
伊
藤
博
文
ら
維
新
の
志
士

た
ち
を
生
み
、
彼
ら
が
欧
米
に
対

峙
し
得
る
「
日
本
」
と
い
う
国
家

を
建
設
し
て
い
っ
た
。

わ
が
国
の
歴
史
分
野
の
教
科
書

は
、
歴
史
上
の
著
名
な
事
象
や
人

物
・
文
化
遺
産
等
を
主

と
す
る
「
事
件
史
・
出

来
事
史
」
が
中
心
で
、

国
土
形
成
の
歴
史
や
社

会
資
本
が
果
た
し
て
き

た
役
割
・
効
果
な
ど

「
国
土
へ
の
働
き
か
け
」

に
関
連
す
る
記
述
は
極

め
て
限
定
的
で
あ
る
。

例
え
ば
、
条
里
制
と

五
畿
七
道
の
整
備
（
律

令
時
代
）
、
新
田
開
発

と
五
街
道
の
整
備
（
江

戸
時
代
）
、
鉄
道
・
電

信
網
の
整
備
と
北
海
道

開
拓
（
明
治
維
新
）
な

ど
、
「
国
土
へ
の
働
き

か
け
」
に
関
係
す
る
記

述
も
あ
る
が
「
事
件
史

・
出
来
事
史
」
で
溢
れ

る
日
本
通
史
の
中
に
散

在
す
る
程
度
。
「
国
土

教
育
」
を
学
ぶ
材
料
と

し
て
、
現
在
の
歴
史
分

野
の
教
科
書
に
効
果
的

役
割
を
期
待
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

歴
史
は
国
土
の
上
で
つ
く
ら
れ
る
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国道愛好家 松波成行

平成５年に「道の駅」は103駅か
ら始まり、平成 年３月末の段階で
その数は1005駅までに至りました。
足掛け 年で大台の1000駅に達した
のです。単純に平均すれば、 都道
府県あたり 余駅が配置されている
計算です。実際は北海道単独で114
駅を擁している一方で、東京都は１
駅で、その分布に差が大きく、まだ
各県均等とは言えません。ただ、大
方の各府県で 駅前後が開業してい
ることは、粗い見積もりでも間違っ
ていません。
一方でほぼ同時期に市町村の数は
「平成の大合併」によって平成７年
４月の3234から平成 年１月の1719

へと半減し、道の駅は市町村と対に
なる関係に近づいてきました。（合
併によって同一市町村で複数の道の
駅を持つ所もあります）。
道の駅が市町村を代表する「点」
であるなら、それら市町村間をつな
ぐ「線」が次には重要になると考え
ます。鉄道でも明らかなように、駅
という「点」が路線という「線」と
明確に一対となって想起されること
に大きな特徴があるでしょう。
その「線」となるべき対象は何か。
それは「国道」です。道の駅1000駅
余のうち、国道路線上にある道の駅
の数は800駅弱。約８割に相当する
ことからすると、本線ともいえる国
道が市町村間をつなぐ「線」として
はふさわしいようです。今、道の駅
を国道という「線」としてイメージ
させることができないか、と思いを
巡らせています。

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

ｍｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
者
フ
ェ
ル

ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、

世
紀

の
ス
ペ
イ
ン
帝
国
と
オ
ス
マ
ン
・

ト
ル
コ
帝
国
が
覇
権
を
争
っ
た
時

代
の
地
中
海
を
主
人
公
に
歴
史
書

『
地
中
海
』を
著
し
た
。
空
間
（
地

理
的
条
件
や
自
然
環
境
）
が
歴
史

に
果
た
す
役
割
に
焦
点
を
当
て
、

歴
史
が
段
階
的
に
成
層
化
さ
れ
た

三
つ
の
次
元
、
「
地
理
的
な
時
間

（
長
期
）」
「
社
会
的
な
時
間
（
中

期
）
」
及
び
「
個
人
の
時
間
（
短

期
）
」
に
区
別
し
大
き
な
、
生
き

た
、
全
体
の
歴
史
を
三
部
構
成
で

展
開
す
る
。

第
Ⅰ
部
は
「
ほ
と
ん
ど
動
か
な

い
歴
史
」
「
人
間
を
取
り
囲
む
環

境
と
人
間
と
の
関
係
の
歴
史
」「
ゆ

っ
く
り
と
流
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
変

化
し
、
し
ば
し
ば
回
帰
が
繰
り
返

さ
れ
、
絶
え
ず
循
環
し
て
い
る
よ

う
な
歴
史
」
を
取
り
上
げ
て
い

る
。「

深
層
の
歴
史
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
も
表
現
さ
れ
、
山
地
の

地
理
的
制
約
と
そ
こ
に
住
む
人
々

の
暮
ら
し
／
平
野
に
お
け
る
土
地

改
良
の
歴
史
／
気
候
の
変
化
と
農

作
物
の
収
穫
／
パ
ン
の
値
段
の
変

動
／
交
通
路
と
し
て
の
陸
路
や
海

路
／
航
海
の
仕
方
／
都
市
の
機
能

な
ど
…
人
間
を
取
り
囲
む
地
理
的

環
境
、
つ
ま
り
人
と
国
土
と
の
関

係
を
詳
細
に
調
べ
尽
く
し
て
い

る
。第

Ⅱ
部
は
、
動
か
な
い
歴
史
の

上
に
姿
を
現
す
「
緩
慢
な
リ
ズ
ム

を
持
つ
歴
史
」
「
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
集
団
の
歴
史
で
あ
り
、
再
編
成

の
歴
史
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ

で
経
済
、
国
家
、
社
会
、
文
明
・

宗
教
、
戦
争
の
諸
形
態
を
語
る
。

最
後
の
第
Ⅲ
部
で
よ
う
や
く

「
伝
統
的
な
歴
史
」
「
出
来
事
の

歴
史
」
が
登
場
す
る
。
レ
パ
ン
ト

の
海
戦
（
１
５
７
１
年
）
は
じ
め

戦
争
の
歴
史
、
外
交
の
歴
史
を
語

り
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
こ
の
階
層
の

歴
史
を
「
深
層
の
歴
史
」
に
対
し

て
「
表
面
の
動
揺
で
あ
り
、
波
立

ち
で
あ
る
。
短
く
、
急
で
あ
り
、

神
経
質
な
揺
れ
を
持
つ
歴
史
で
あ

る
」
と
説
明
す
る
。

歴
史
の
目
で
見
る
か
ら
、
ブ
ロ

ー
デ
ル
の
い
う
「
自
然
環
境
」
、

筆
者
の
い
う
「
国
土
」
と
人
間
の

関
係
が
俯
瞰
的
に
見
え
る
。
例
え

ば
人
間
と
距
離
と
の
戦
い
が
「
交

通
」
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
の
目

線
か
ら
の
み
で
は
、
明
確
に
は
読

み
取
れ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
如
何
に
「
国
土
」

が
人
間
に
と
っ
て
重
要
で
、
「
国

土
」
へ
の
働
き
か
け
と
「
国
土
」

か
ら
の
恵
み
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
人
間
の
生
活
が
保
た
れ
て
い
る

か
、
人
類
の
幸
せ
が
担
保
さ
れ
て

い
る
か
、歴
史
的
視
野（
時
間
軸
）

と
世
界
的
視
野
（
空
間
軸
）
を
併

せ
た
学
習
が
必
要
な
の
だ
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
地
理
と
歴
史

は
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
１
つ
の
科
目

で
、
日
本
の
中
学
・
高
校
に
あ
た

る
コ
レ
ー
ジ
ュ
（

〜

歳
）
と

リ
セ
（

〜

歳
）
の
７
年
間
毎

年
必
修
で
学
習
す
る
。
わ
が
国
の

高
等
学
校
に
あ
た
る
リ
セ
の
教
育

課
程
で
は
文
系
、
理
系
、
職
業
系

な
ど
の
コ
ー
ス
制
だ
が
、
ど
の
コ

ー
ス
を
選
択
し
て
も
「
地
理
・
歴

史
」
は
必
修
科
目
で
あ
る
。

（
国
土
交
通
省

国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所

総
合
技
術
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー

森
田
康
夫
）

東康弘駅長

森と水に囲まれた自然豊かな道の駅。

地場産大豆を使い毎朝出来たてを店頭に並べる寄

せ豆腐が１番人気で、その他野菜、果物、花、地

鶏、牛肉など生産者直売商品もたくさんあります。

レストランでは、上質な黒毛和牛の「かわなべ牛

定食」（1580円）をお薦めしてます。

鹿児島県南九州市川辺町清水6910

国道225号 0993－58－3131

山下宗光支配人

霊峰白山の麓、1000ｍ級の山々に囲ま

れた大自然の中にあって、四季折々の景色が楽し

めます。栃の木の実を活用した栃餅、栃はちみつ

や直径 ㎝以上のおはぎ「いっぷくちゃん」、豆

にこだわった堅豆腐など地元の手づくりの味、手

工芸品を多数取り揃えています。

石川県白山市瀬戸寅163－1

国道157・360号 076－256－7172

石沢国博業務課長

駅全体で木をふんだんに使用した建物

は自然に溶け込み、癒しの空間をお楽しみいただ

けます。地粉100％の「手打ち十割そば」や地元特

産の「いものこ いぶりがっこ」が人気です。木

工体験のほか５月山菜まつり・ 月新そばまつり

など年間を通して様々なイベントを開催します。

秋田県横手市山内土渕字小目倉沢34

国道107号 0182－56－1600


